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救急外来（ER）・救急科・救命救急センターのスタッフのための手引き

ⅱ）自殺企図の手段と重症度の確認

　自殺企図の手段を確認し、身体所見の重症度から予測される身体管理を検討する。身体所見の

重症度が高く、身体管理が必要とされる場合、身体科病棟での身体的治療を実施することが優先

される。

1）手段の確認
　本人、家族、救急隊などから得た情報をもとに手段を確認する。必要によって尿中薬物検査、

血中濃度測定などを行い、さらに原因の特定をすすめる。

2）身体所見の把握
　自殺企図に複数の手段を用いる場合や、それまでに自傷行為を繰り返している場合も少なくな

いため、十分に身体的検索を行う。

3）身体管理
　手段や身体所見をもとに、まず必要な身体管理を実施する。


